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新井　民夫　教授

東京大学人工物工学研究センター長

つまり、より独立的になったというのが単純な理解であろう。しかし、大学内の組織ということは大学内部での相
対的位置付けが重視されることとなる。つまり、研究センターの意義を対社会と対大学の両方に訴えていくことが
求められるのである。そこで、今回のNewsではやや硬くなるが、人工物工学とは何かを考えてみよう。

２．人工物工学とライフサイクル
  人工物工学研究センターは、「人工物 Artifacts」の学問体系である「人工物工学」あるいはより一般的に「人
工物学」を確立することが使命であり、その代表的研究テーマとして4つの研究部門を設置した。従来の工学を「科
学が得た解析的な知見をもとに、物を創出すること」を追及してきたと定義するなら、図1の人工物の生涯(ライフ
サイクル)の中では、設計・生産を担当してきた。第1期RACEは工学の範囲を概念設計にまで拡張し、「何を作るか、
なぜ作るか」を問い直した。これに対して、第2期には逆生産過程まで含めて人工物の生涯全体を視野に入れて、
その間での人工物の存在を研究する。そのために、ライフサイクル工学研究部門が設置されている。その中でも、
人工物と人間とが最も密接に関係する過程である「消費・利用」過程を明示的に研究対象とし始めている。たとえ
ば自動車がどのように利用されるかを意味する消費過程は経済やマーケティングの分野では研究対象とされてきた
が、統計処理の対象でしかなかく、人工物と個人との関係を直接的に扱うことはできなかった。個人差が大きい人
工物の利用方法は、属人的すぎる、多様すぎる、といった理由から、モデル化できないとされ、工学では無視され
てきたのである。しかし、消費・利用のあり方を抜きにしては、人工物と環境、人工物と人間との関係を定義づけ
ることはできない。すなわち、「人工物学」とはその名前のとおり、「人工物のあり方」を対象とする体系であり、
図１に示す人工物の生涯という視点から眺めるなら、「人工物設計学、人工物製造学、人工物消費利用学、人工物
廃棄還元学」のような構成を持つと考え、消費・利用のモデル化までも取り組んでいくべきだと考える。
  そのような観点から人工物の全生涯を上手にシミュレートするシステム「人工物シミュレータ（Artifact Simulator）」
(図2参照)を開発することを検討している。このシミュレータでは個人ごとに異なる価値の定量化と複数の利用者
間の関係のモデル化とが重要となる。デジタル価値工学研究部門、共創工学研究部門はまさにここにかかわってい
る。また、サービス工学研究部門は生産者から消費者への価値の受け渡しであるサービスを研究対象としている。
人工物学研究がこのような価値評価に結びつくことは多くの方々に理解した頂きたい面である。

１．はじめに
  平成16年4月より東京大学は「国立大学」から「国立大
学法人東京大学」になった。このことが人工物工学研究
センターにとって本当のところ何を意味するのかはまだ
確定できない。センターは今まで大学内の全学共同利用
研究施設として文部科学省が認可した組織であった。そ
れゆえ、センターのあり方はある意味、認可した省の科
学技術政策の反映と言えた。今後は東京大学内でその組
織の予算を確保し、存続を決定する組織になった。
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工学の研究対象 

図１  生産的視点から見た人工物工学

図２ 人工物シミュレータ
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2.研究紹介
 人間のライフサイクルにおいては加齢による様々な不
具合が発生する。人工物のライフサイクルにおいても
同様で、時間経過に伴う多様性の増大はきめ細かな対策、
手当てを必要とする。人工物の設計時にその人工物が
いかなる経緯をたどるかを予測することは非常に困難
であるため、この問題を時間発展型の事象の理解、モ
デル化、計測・制御として捉え、具体的な課題の解決
を通して社会的な貢献を果たすことを目指し、図に示
されているように主に３つの面から人工物センシング
～メンテナンス工学の研究を行っている。

 

人工物センシング ・モノを安全に運用 

・モノをなるべく長く使う 

メンテナンス工学 ・長く使えるモノを作る 
リモートメンテナンス 

人工物健康診断 
メンテナンスフリー

人工物 離れた場所で異常を即座

に検知し、予防保全の可

能な隅々まで神経の行き

届いた人工物 

いつ壊れるかを

予測するための

検査診断 

壊れていても使え

る人工物 

高精度内部検査 大規模人工物 自己修復型 

プラントのヘルス

モニタリング 

分散処理ネットワーク 高度 X 線診断技術 

微小物理変化診断 

原 子 力 施 設

への応用 

化学変化診断 

アナログ演算型ASIC 

ハイテク導入で町の修理屋

さんが知識集約産業へ復権耐放射線光ファ イバに

よる温度・振動計測  

放射線場でも使え

るロボット 
サブ オーダの内部変形観察 

超伝導マイクロカロリメータ
分散処理のためのアナログ演算チップ

極限環境での状態監視 

蛍光 X 線：物質の種類と内部構造アナログ演算ネットワーク 

μｍ

　まず第一のアプローチとしては離れた場所で異常を即座に検知し、予防保全の可能な隅々まで神経の行き届い
た人工物をめざし、プラント等の大規模人工物に対して、ヘルスモニタリングの研究を行っている。第二には、
メンテナンスを必要としない人工物であり、これまでに提唱されてきた自己修復型人工物を実際にメンテナンス
フリー型人工物として実現することを考え、その内部構成について、センサネットワークや、極限環境下で用い
ることのできるエレクトロニクスなどの要素技術についての検討を進めている。最後は、人工物の安全な運用、
長寿命化であるが、特に、いつ壊れるかを予測するための検査診断技術の確立が重要である。現在、人工物の物
理変化・化学変化・機能劣化などの内部状態を知るために利用可能な技術向上により、修理から人工物内部診断
による予防保全へと、新しい人工物メンテナンスの方向をめざしている。

高橋　浩之　助教授
（ライフサイクル工学研究部門）

　人工物センシング～メンテナンス工学



環境（身の回りのすべての存在物）
人工環境（人工物）

サービス

人工環境（人工物）

サービス提供者からユーザへサービスを伝える媒体

屋外カート屋外カート

全方向移動ロボット全方向移動ロボット

飛行船飛行船 コンテナクレーンコンテナクレーン

μT-EngineμT-E ngine

Miniature IDCMiniature IDC

IDC RescueIDC Rescue

サービスメディア
　サービス・ロボット
　ユビキタス・デバイス
　マイクロサーバ、など

ユーザ サービス提供者
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淺間　一　教授
（サービス工学研究部門）

研究紹介

サービス・メディアのコンセプト

　人工物工学研究センターのサービス工学研究部門では、前号のRACE Newsで下村芳樹先生が紹介されましたよ
うに、人工物を、サービスを提供する道具と捕らえ、「脱物質化」をキーワードとして、サービスのモデリング、
サービス設計支援ツールの開発、サービス・メディアの開発などに取り組んでおります。本稿では、サービス・
メディアのコンセプトについてご紹介したいと思います。
　我々が何らかのサービスを受ける場合、その一方でサービスを作り出し、提供する者がいます。このサービス
を供給する人と享受する人とは、同じ場にいる場合と、離れて存在する場合とがあります。前者の例で言えば、
マッサージやカウンセリングなどがそうです。一方、携帯電話の様々なサービスのように、サービスを享受する
人（ユーザ）が機械や装置を介してサービスを受ける場合が後者の例にあたります。この場合、ユーザがサービ
スを供給する人を見ることはできません。このように、ユーザが、自分の身の回りの機械や装置などの人工物を
介してサービスを受ける場合、その人工物のことをサービス・メディアと呼びます。
　ここで重要なことは、サービスは、ユーザが満足するものでなければ価値がないということです。ユーザが要
求するサービスは、ユーザによって非常に多様で、状況に依存し、動的に変化するものです。したがって、これ
に対応できるようなサービス・メディアは、必然的にそれはユーザの欲求に対応して、適応的にサービスを供給
できるような機能を持っていなければなりません。ユーザが何を欲しているかを認識したりするインテリジェン
スや、ユーザとコミュニケーションできる優れたインタフェースが必要となります。
　我々は、ロボットやマイクロサーバなどの小型計算機をサービス・メディアと捕らえ、ユーザの状態、要望、
嗜好などを把握しながら、それに応じたサービス提供を行えるようなサービス・メディアの開発を試みています
（下図）。今後の研究成果にご期待ください。

全方向不整地走行ロボット



価値反映型シミュレーション
　　　　　　　　　　
　人工物は、設計・製造から消費に至るその内なる世界のみならず、人・社会・環境・歴史などとの関わりの中
でその価値を議論しなければなりません。その際にも、計算機シミュレーションは欠くことのできない重要な基
盤技術となります。日進月歩のインターネットとコンピュータを情報インフラとして、あらゆる細かなニーズに
応じた機能の多チャンネル化したシミュレーションソフトの開発を可能にするのが、デジタル価値創出のための
ミドルウェアです。
　奥田研究室ではかねてよりCAEの高度化に向けた研究を推進してきました（表１）。さまざまな科学技術計算
ソフトウェアを効率的に開発するための支援ツールであるHPCミドルウェア（ http://www.fsis.iis.u-tokyo.ac.jp/theme/hpc/ , 
図１右の円内部分）はそのひとつです。これは、有限要素法コードの共通基盤部分を提供するもので、様々なハ
イエンド環境に対応しつつもユーザーアプリケーションからは共通のインタフェースで利用できるものです。し
かしながら、こうした配慮は、人工物解析のために必要な機能のごく一部に過ぎません。現在、環境への関心度
や、個人の満足度などを考慮できる、「価値反映型シミュレーション」に対応できるようなミドルウェア拡張を
行っています。これにより、例えば、電力網に加え水素パイプラインを併設し、燃料電池の普及を創発プロセス
でモデル化した、水素社会構築過程のシミュレータ構築を目指しています。
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奥田　洋司　助教授
（デジタル価値工学研究部門）

研究紹介
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図１　価値反映型シミュレーションのためのミドルウェア

表１　CAE高度化に向けた研究テーマ

・有限要素法をはじめとする偏微分方程式の数値解法
・連成解析／最適化／逆問題のための数理
・大規模並列解析、グリッドコンピューティング
・ソフトコンピューティング
・地球環境シミュレーション、タンパク質構造解析
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白山　晋　助教授
（デジタル価値工学研究部門）

研究紹介

ビジュアルデータマイニングと流体情報

‘見えないものを視る’、‘見えない関係を探る’という目的で様々な分野において可視化の役割が重要にな
っています。そして、近年、知識工学や認知科学の要素が加わり、ビジュアルデータマイニングと呼ばれる新
領域が出現しました。当研究室では、可視化対象となるデータそのものに着目した新しい可視化の在り方、流
体情報の統合と利用、さらには第４の科学的手法の確立を目指して研究を進めています。知識管理と協調支援
までを視野に入れた広域分散ネットワーク上での知識集約型可視化システムの開発、仮想・複合現実感技術を
応用したユーザにとって利便性の高い表示システムの開発などが個別テーマです。
　ここでは知識集約型可視化システムについて紹介したいと思います。一連のプロセスによって生じる情報を、
可視化行動と結びつけ、それらの情報を選別、蓄積し、知識抽出へ展開できるような可視化システムを検討し
ています。また、そのシステムによって生み出される有意な情報・知識を十年後、百年後に残す仕組みを考察
しています。
　コンピュータシミュレーションによる流
れの可視化を例にして、そのシステムを説
明します。写真のような河川の凹んだ部分
の流れは、キャビティ流れというものでモ
デル化できます。中央がそのコンピュータ
モデルによって得られた流速場を可視化し
たものです。一般的に言えば可視化図は知
識表現の一種とみなされるので、通常はこ
の段階で作業は終わります。しかしながら、
人間はさらに解釈を進めます（右図参照）。
　その過程を総描やインフォメーションビ
ジュアリゼーションの技法を用いて模擬す
ると、下図のようになります。

このような手続きを可視化システムに含め
ることを考えた結果、知識集約型可視化シ
ステムという構想が生まれました。

現実の河川の流れ

流路のモデル 流速場の可視化

流速場の簡素化表現：
流体力学者はこのよう
に解釈する。

yx u vID

0.22 0.78 0.30.15A

B

C

D 0.22 0.45 -0.1 0.4

…

A Knowledge-Intensive Visualization System

知識ベース
計算データベース
実験・観測データベース

データ生成プロセス記述用
データベース

知識ベース

付加情報付き画像ベース

計　算
データ

可視化プロセス

付加情報付き画像出力

情
報
の
統
合
と
一
元
的
管
理

論文、報告書
Webなど

表示部
　・通常操作環境（PCなど）

　・協調作業空間

　　　可視化作業分析
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上田 完次　教授
（共創工学研究部門）

研究紹介

 共創工学研究部門では、現代が直面する課題を実世界ジ
レンマととらえて、人工物シ ステム、社会システム、人
間（個と環境）システムにおける共創的意思決定と制度
設 計を追究しています。以下、社会システムの研究例を
紹介します。

実社会実社会

被験者実験被験者実験 計算機実験計算機実験

理論理論

• 制御された環境下
• 実際の人間の行動
• 実世界のある側面

• 合理性を限定
• 可能解，近似解
• 相互作用を導入しやすい
• 動的な過程を観察可

• 合理的意思決定
• 厳密解，最適解
• 定常的な均衡状態
• 非現実的な仮定

社会システム分析のための統合的アプローチ

製品価格変化の市場寡占への影響

社会システムにおける意思決定主体の行動（上田完次・西野成昭）

リサイクルシステムモデル

収束する系 周期的な系 複雑な系 無秩序な系

　人間の諸活動は個人や集団の様々な意思決定によりなされるが、社会が複雑化し予測が難しくなっている現在では、
解決困難なジレンマが増えてきている。例えば、リサイクル問題では、生産者、消費者などの個々の利益追求の合理
的行動が、社会システム全体の利益と一致するとは限らず、適切な意思決定がなされないとリサイクル社会が実現さ
れない。そのような社会システムにおける意思決定に着目して、それを解決できるような有効解や制度設計を目指す。

その手法として、

(1) 理論

(2) 計算機実験

(3) 被験者実験

からなる統合的なアプローチを用いて、実社会の複雑な問
題に対して有効解を見いだす。

経済学等の社会科学の分野を利用。その中でも、比較的
新しい理論を導入（マーケットマイクロストラクチャー
理論、耐久消費財理論、等）

実験経済学に基づく被験者実験により、実際の人間から
なるシステムを分析する。

マルチエージェントシステムによる各自律エージェン
トの振る舞いと大域的挙動の観察

研究例

・セルオートマトン法を用いた寡占市場の分析

・ネットワーク型囚人のジレンマ

・リサイクル社会システム

青色と黄色で色づけられた2製品のシェアの広がりを調べる。周り
の人がたくさん使用している製品ほど効用が高い。

集団の中から指名してペア選択が可能な囚人のジレンマゲーム
。プレイヤ間の信頼度などが大きく影響する。

消費者から出される使用済み製品は、生産者・回収業者など、
いったい誰が回収するのが良いのか？

4パターンの寡占状態を確認

計算機実験により被験者実験の
結果をうまく再現可能

消費者が自分で簡単に処理業者
を見つけることができる制度が
無い場合は、生産者回収が望ま
しい



3.第8回人工物工学コロキウム開催の報告

RACE NEWS

7

　下記の内容で第8回人工物工学コロキウムが開催されました。多くの皆様にご来場いただき、大盛況に終了するこ
とができました。

－ライフサイクル工学の展開：トータルライフサイクル工学－

開催日時：　2004年4月26日（月）13:00～18:15
会　　場： 東京大学先端科学技術研究センター４号館2階　講堂
主　　催： 東京大学人工物工学研究センター

第8回の人工物工学コロキウムは、ライフサイクル工
学を取り上げました。
　人工物工学研究センターが第Ⅱ期に入り2002年7月
に第4回コロキウム「ライフサイクル工学の展開」が
開催されましたが、本コロキウムでは人工物のライフ
サイクル全体を視野に入れた考えを引き継ぎ「トータ
ルライフサイクル工学」を企画しました。
大量かつ多種類の人工物の生産から生じる問題を、環
境規制と技術革新、リサイクルと環境浄化、環境調和
型設計からの考察し、ついでリサイクルと経済性、副
産物のリサイクル、廃棄物処理の展望、資源とリサイ
クルから現場の実践的技術体系の提示と問題提起を行
い、さらに、人工物の安全性、保全技術における環境
調和性の維持の実現を提示しました。
本コロキウムでは人工物のライフサイクルに関わるさ
まざまな問題について各方面の専門家からご講演をい
ただき、トータルなライフサイクル工学を討論する場
となりました。 

会場の様子



■プログラム
受付開始：12:30（開場）

13:00-13:15
開会挨拶　新井　民夫（東京大学人工物工学研究センター長）
「人工物学におけるモノとサービス」

座長 浅間一（東京大学人工物工学研究センター 教授）
高橋浩之（東京大学人工物工学研究センター 助教授）　
13:15-13:55
講演1. 小菅一弘（東北大学大学院工学研究科バイオロボテ
ィクス専攻 教授）

「サービスRT(Robot Technology)システム」
13:55-14:35
講演2. 亀丸　敏久（三菱電機　株式会社　情報技術総合
研究所データマネジメント技術部）
「ユビキタスデバイスとしてのマイクロサーバとサービス応用」

14:35-14:45 休憩

座長 藤田豊久（東京大学人工物工学研究センター 教授）
白山晋（東京大学人工物工学研究センター 助教授）　
14:45-15:25
講演3. 浅間一（東京大学人工物工学研究センター 教授）
「サービスメディアのための人の行動計測・分析」
15:25-16:05
講演4. 下村芳樹（東京大学人工物工学研究センター 助
教授）
「サービス・エクスプローラ -2.5次産業のための設計ツ
ール-」

16:05-16:15 休憩

座長 上田完次（東京大学人工物工学研究センター 教授）
下村芳樹（東京大学人工物工学研究センター 助教授）　
16:15-16:55
講演5. 藤本淳（東京大学先端科学技術研究センター　特
任教授）
「エコデザインとサービス工学」
16:55-17:35
講演6. 坂尾知彦（株式会社　三菱総合研究所）
「持続可能な生産・消費とサービス工学」

17:35-
閉会挨拶　新井　民夫（東京大学人工物工学研究センター長）

4.第9回人工物工学コロキウム－加速するサービス工学－
　のご案内

RACE NEWS

8

第９回人工物工学コロキウム

開催日時：2004年7月23日（金）13:00～17:40
会　　場：東京大学　国際・産学共同研究センター
（国際・産学棟）5階会議室
主　　催：東京大学人工物工学研究センター

　第9回の人工物工学コロキウムは、第5回に続きサー
ビス工学を取り上げます。
　今後の社会においては、人工物による量的な充足に
替わる質的な充足を求めることが必要であり、このこ
とを実現する一つの鍵は、「脱物質化」であると言わ
れています。脱物質化とは、人工物を「サービス」を
供給するためのチャネル（道具・装置・デバイス）で
あると考え、価値の対象をモノからサービスへと移行
させることを意味し、この内容を総括的かつ工学的に
議論することを目的とする「サービスエ学」は、人工
物のサービス・チャネルとしての付加価値を増大する
サービス開発のための工学であると定義されます。

　本コロキウムでは、サービスの工学的側面に対する
さまざまな話題、サービス工学の現状を紹介すること
により、旧来の工学からの脱皮をめざす人工物工学の
一研究課題について討論する場を設定させて頂くとと
もに、「加速するサービス工学」を体感して頂きます。
奮ってご参加下さい。

■参加お申し込み・お問い合わせ先

人工物工学研究センター内
第9回人工物工学コロキウム事務局
担当：右田、森口、羽根、此木

〒153-8904　東京都目黒区駒場4-6-1　
駒場リサーチキャンパス
Tel: 03-5453-5888 or 5891 Fax: 03-3467-0648
e-mail: colloquium@race.u-tokyo.ac.jp
http://www.race.u-tokyo.ac.jp

－加速するサービス工学－



流山おお
たかの森 柏の葉

キャンパスつくばエクスプレス
（H17秋開通予定）
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5.柏キャンパスの紹介

柏キャンパスへの交通案内

■電車利用の場合 
最寄駅 
柏駅（JR常磐線、地下鉄千代田線） 　→ 東武バス 　 
　 柏44 柏駅西口（税関研修所経由国立がんセンター行）_がんセンター下車 
　 西柏01 柏駅西口（柏の葉経由国立がんセンター行）_東大前下車  
 ＜空港からのアクセス＞ 成田空港－ 京成本線特急－京成船橋－徒歩－
船橋－東武野田線－柏 
羽田空港－ 東京モノレール－浜松町－ＪＲ山手線内回り－上野－ＪＲ常磐
線快速－柏 
 
江戸川台駅（東武野田線）
　→徒歩で約30分
＜空港からのアクセス＞ 成田空港－ 京成本線特急－京成船橋－徒歩－
船橋－東武野田線－柏－東武野田線－江戸川台 
羽田空港－ 東京モノレール－浜松町－ＪＲ山手線内回り－上野－ＪＲ常磐
線快速－柏－東武野田線－江戸川台 
 
■高速バス利用の場合 
東京駅→江戸川台駅　東武バス・JRバス　

■車利用の場合 
常磐自動車道柏インターチェンジから約５分 
 
 

東京大学柏キャンパス
　
千葉県柏市柏の葉5-1-5

2004年5月建設途中の総合研究棟

　人工物工学研究センターは2005年3月に柏キャンパ
スへの移転を予定しております。柏キャンパスでは、
総合研究棟の5階大部分と地下1階・1階の一部を使用
する予定です。今後、RACENewsでは柏キャンパスに関
する情報をお伝えしていきたいと考えております。



■客員研究員�  

氏  名     　 所属
石川  雅紀� 神戸大学大学院教授
伊藤  修  　　日本総研 上席主任研究員
岩田　修一� 東京大学工学系 教授
梅田　靖  　　東京都立大学 助教授
大倉　和博� 神戸大学　助教授
太田　高志� 東京工科大学 助教授
大富  浩一� 東芝 研究主幹
小方  博之� 成蹊大学 助教授
小田　宗兵衛�京都産業大学　教授
川端　邦明� 理化学研究所　研究員
小菅　一弘� 東北大学　教授
小林　英樹� 東芝 研究主務
坂尾  知彦� 三菱総研　研究員
佐藤  純一� 国際メタテクニカ 所長
芝池  成人� NEDO 主幹
竹島　由里子�日本原子力研究所
　　　　　　　計算科学技術推進センター 博士研究員
冨山　哲男� デルフト工科大学 教授
鳩野　逸生� 神戸大学　教授
馬場  靖憲� 東京大学先端経済研 教授
福田　大治� 産業技術総合研究所　研究員

6.2004年度客員・協力研究員
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■客員研究員�  

氏  名     　 所属
藤本  淳    　東京大学先端研　特任教授
三浦　啓一� 太平洋セメント　ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ　
三島　健稔� 埼玉大学　教授
三宅　美博� 東京工業大学　助教授
村田　健司� 日本油脂　主査
柳生  孝昭� 日本ユニシス 社友
山際　康之� ソニー　部長/東京造形大学特任教授
山口  博明� 武蔵工業大学 講師
和田　良子� 敬愛大学助教授

           
■協力研究員�  

氏  名        所属
石黒　周� 国際レスキューシステム研究機構　事務局長
小川　康雄� 通信総合研究所　研究官
小池　一郎� マクシス 部長
染谷　秀人� アヴィス 代表取締役
高橋　國彦� 横浜金属　常務
谷川　貞夫� 日本製鋼所　主任研究員
松田　一彦� 富士重工業　スバル技術研究所　担当

　人工物工学研究センターでは、客員・協力研究員制度によりセンター内外での人工物工学に関する研究を推
進しています。2004年度の人工物工学研究センター客員・協力研究員は以下の方々です。

Short　Break ～2004年5月柏キャンパス見学の様子～

建設途中の総合研究棟内部
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7.研究員紹介

　私は1988年にリサイクルのための材料加工を学ぶために留学生として来日し、藤田豊久教授の下で2004年ま
で秋田大学大学院工学資源学研究科地球資源学専攻に在席しました。
　秋田大学での私の研究は、主に乾式処理技術を用いたリサイクルのためのプラスチックの分離で、特に、
様々なプラスチック複合物の摩擦電気分離やエアー・タブリングに関する理論と応用を対象としていました。
この研究を通して、私は、先端資源処理工学と資源リサイクルのための分離技術の分野で2001年、2004年にそ
れぞれ工学修士、工学博士を秋田大学で授与されました。
　最近、私はJSPSのポスト・ドクトラル研究員として東京大学で研究を続ける事になり、今月の初めに人工物
工学研究センターの藤田教授の研究室に温かく迎えられました。
　東京大学での私の研究分野は、鉱物、資源処理技術を用いた資源維持と環境問題の解決です。ここ最近、私
は実現可能な最良のオプションを予測、選択するために、環境アセスメントやリサイクル技術の比較、下水処
理技術を研究しています。この研究を通して、私たちは、低エネルギー消費と環境への排出量削減のために必
要な処理技術の実現を期待しています。

人工物工学研究センター
研究員

ドドビバ　ジョルジ
DODBIBA, Gjergj

 

In 1998, I came to Japan as a foreign student to study material processing for recycling under Prof. Toyohisa Fujita at the 
Department of Geoscience, Mining Engineering and Material Processing, at Akita University, Japan until 2004. 
While at Akita University, my study was mainly focused on separation of plastics for recycling by means of dry processing 
techniques; more specifically, it was concerned with the theory and application of triboelectric separation and air tabling of 
various kinds of plastic mixtures. Through this work, I achieved the M.Eng. and D.Eng. degrees in advanced resources 
treatment engineering and separation technology for material recycling from Akita University in 2001 and 2004.
Recently, I have been awarded a postdoctoral fellowship, sponsored by the Japan Society for the Promotion of Science (JSPS) 
to continue my work at the University of Tokyo. Early this month, I was warmly welcomed at Prof. Fujita's laboratory at the 
Research into Artifact, Center for Engineering (RACE). 
While at the University of Tokyo, my area of research will involve the development of new technologies for maintaining 
resources and solving environmental problems by using mineral and resources processing techniques. Currently, I am working 
on the environmental assessment and comparison of various recycling and purification techniques for wastewater with the 
specific aim of providing guidance on choosing the best practicable option. Caring out this research, we expect to easily discern 
through analysis which wastewater purification technique is deemed best having the least energy consumed and the smallest 
emissions released to the environment.

実験室にて



8.学生生活

RACE NEWS

12

　約1年半ほど前に、ある先輩に唆されて・・もとい、紹介されたのがきっかけで、下村研究室でサービス工
学研究に取り組んでいます。当時は「サービスデータベースがあったらいいと思わない？」という言葉に単純
に惹かれ片足を突っ込んだわけですが、気がつけば、自分も（立派な？）サービス工学のソルジャーになりつ
つあります。
　現在は主に、サービスCAD(Computer Aided Design)の設計・開発に取り組んでいます。ですが、サービス工
学研究が開始されてまだ数年。（実は）足場が固まっていない分野であるために、文献調査したり理論を構築
したりプログラムしたり検証したり営業したりと、もう何でも屋状態です。ドンとこい。
　やらなければならないことが多い反面、学生の立場でも研究にフルコミットできるという醍醐味は魅力的で
す。元々、研究を通じて自分の軸となる価値観を身につけたいと思っていた僕にとっては、願ってもない環境
がRACEにはあります。と思い込んでみるテスト。
　これだけ研究生活にどっぷり浸かると、それこそ、寝ても覚めても「おっ、これはサービス工学・サービス
CADに応用できそうだ」とか考えてしまうこともしばしばです。ただ、女友達と話をしている時に「何でその
サービスを選んだの？」「そのサービスのどこがいいの？」とかしつこく聞くとマジ引かれます。教訓。
　一つの領域に没頭すると視野が狭くなる、と良く言われますが、逆に没頭することでしか広がらない世界・
視野がそこには存在するのだということを近頃感じるようになりました。例えばサービス工学研究を深く進め
ることで、機械設計、経済・経営学、計算機科学、社会心理学などの従来学問に対する自分の考え方、そして
日々の生活で購入する製品や受けるサービスに対する自分の見方が自然と出来上がってきます。少なくとも、
今の僕がそうです。
　もし後輩の皆さんがRACEで学ぶ機会があるとしたならば、RACEでの研究を通じて、自分の軸となる価値観を
身につけてほしいなと思います。

P.S.
この原稿を書いている時、「原さんの生活は特殊だからなぁ・・参考になるんですかね？」と研究室の後輩に
ぼやかれました。このやろう。

下村研究室
修士課程１年

原　辰徳

研究発表の練習中



RACE NEWS

13

9.新任の挨拶(事務・秘書）

　この度、6月17日人工
物工学研究センター高
橋研究室の秘書に採用
して頂きました、渡邉
絢子です。
　初めて出勤した時は、

新しい環境に対する不安が幾
分ありましたが、事務室の方々
や秘書さん達が、みなさん仲良
く、わきあいあいと働いていら
っしゃる職場の環境を見て、こ
のような不安は吹き飛んでしま
いました。
　戸惑うこともありますが、先
輩方と共に精一杯勤務していき
たいと思いますので、よろしく
お願い致します。

　7月1日から淺間研究
室に秘書として入らせ
ていただきました、井
上真理子です。夏の暑
い日差しの中から一歩門
を入ると、森閑とした建

物を一服の涼風が吹き、私の
緊張をときほぐしてくれました。
このような職場で働けることを
嬉しく思います。精一杯頑張り
ますので、どうぞよろしくお願
いします。

　　６月9日より淺間研
究室の秘書として働か
せていただくことにな
りました森口清香です。
まだまだわからないこと
も多い未熟者ですが、み

なさんが優しく教えてくださ
り、明るくアットホームな雰囲
気の職場で働けることをうれし
く思っています。
至らない点も多々あるとは思い
ますが、精一杯がんばりたいと
思います。よろしくお願いしま
す。

　6月1日から事務室に
勤務することになりま
した田隅麻里子です。
　弁護士200名近くの大
きな法律事務所で法律翻
訳の仕事をしておりまし

たが、自宅で翻訳の仕事をし
つつ、週3日皆様とお仕事をご一
緒させて頂くことになりました。
どうぞ、よろしくお願い致しま
す。

2004年6月末
写真最前列中央・久保田秘書（高橋研究
室）とその後方の吉原秘書（藤田研究室）が
退職されました。おつかれさまでした。
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